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鎌倉市大町地区におけるコミュニティ支援を意図したワークショップの実践と課題

その1 防災マップ作成支援と移動型携帯情報端末を用いた防災空間情報の提供

防災まちづくり 住民参加 ワークショップ

マップ

1.はじめに

神奈川大学都市計画研究室 (以下､当研究室)では､

鎌倉市大町自治連合地区 (以下､大町地区)において､

住民間のコミュニティ活性化及び町ぐるみでの地域ネッ

トワーク生成を目的としたコミュニティマップ作成プロ

ジェクトを行ってきた｡

鎌倉市の第3次鎌倉市総合計画第2基本計画では､コ

ミュニティ活動の活性化に向けた支援を行うこととされ

ているO大町地区はモデル事業の1つとして､2カ年に

わたり地域の課題とその解決策の協議等の取り組みを行

う事となった｡モデル事業の実施に向けた意見交換の中

で､大町地区の地形的特徴から､｢防災｣に焦点をあてた

コミュニティマップの作成に取り組むこととなった｡

マップの作成は､大町自治連合会､近隣中学校のPTA関

係者､公募市民によるまちづくりサポーター､鎌倉市職

員が主体となり､当研究室が協力支援する形で進めた｡

本稿では2008年度､大町地区において行ってきたプ

ロジェクトの活動を報告し､そこでの成果 ･課題につい

ての考察を行う｡

2.鎌倉市大町地区の特性と問題点
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図 1:大町地区と避難場所の地理的関係
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大町地区は9つの自治会で構成されている｡また､古

都法が規定されていることにより地区の多くが谷戸に埋

もれ､災害時には図1に示すような様々な問題を抱えて

いる｡

3.ワークショップの流れ

発足会を含め6回のワークショップ (以下W S)を行い､

大町地区住民との交流 ･意見交換を図りながら､半年間

以下のように取り組みを進めてきた｡(表 1､図2参照)

第 1回WS 参加メンバーの顔合わせを行い､各自が感 じる大町の課題点や､良い点をあげ､今後のコミュニティマップに関する方針を引き

出していった○

第2回WS 課題点や良い点を分析ごとにまとめ､そこで今年は防災に焦点
におき活動することとなった｡

第 3同WS 防災マップとは何かを説明した上で､拠点や装置､危険箇所な
どをあげ､萩面上の防災マップを各自治会ごとに作成 した○

第4回WS 防災マップの中間段階のチェック､その修iEを行ったCまた､実際にまちに出て作成中の防災マップと照らし合わせながら.

大町の状況について見て回った.

第5回WS 自治会ごとの地域カルテの作成とボー ドゲームを行った○
ボー ドゲ-ムについてはその2で発表を行うため省略○

第6回WS 住民の方を対負としたWSを実施した.VuTOムービーの放映､
vuTOのまち歩き体験､防災マップの展示､ポ- ドゲーム体験を

行ったOムービーの放映では VuTOの説明や防災マップの記号と

表 1 ワークショップ概要

4.防災マップ

防災マップ作成は､各自治会ごとに分かれ住民メン

バーに市職員1名､学生 1-2名がつき､学生が進行役

となり意見を引き出す形式で作業を進めていった｡防災

マップ作成の流れは図2で示す｡

掲載記号は､第3回WSの前に当研究室と市職員によっ
て大まかに決め､第4回WS後住民メンバーからアンケー
トを取り､最終決定を行った｡(表2参照)避難経路に関

しては第 一小学校に避難する場合を想定し､また一一時避

難が可能な場所は､広さや周辺の状況等を考慮し決めて

いる.

図2,プロジェクトの流れ
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記号横筋 概要 喜己号内容

円記号 集合場所､一時避難が可能な場所

赤色記号 災害時危険なもの 水音､トンネル､橋

緑色記号 災害時頼りとなるもの病院､居宅介害塵施設､商店､防犯連絡所,

駐登場､寺､神社､スピーカー､消火器､

AED､自治会館､防災倉庫､幼稚園.掲示店

青色記号 水関係の頼りと 消火栓.井戸 (災害時協力用)､

なるもの 井戸 (使用可能)､防水槽､給水拠点

線記号 急傾斜地崩壊危険区域､4m以下の道路､

表 2･掲載記号概要

また今回防災マップの作成を含め､実際の状況を表し

たものの作成を共に行った｡これは記号と実際の状況と

を照らし合わせるだけでなく､写真を撮るという作業に

より現状を確認し､より正確で多くの情報を共有するこ

とを目的としている｡完成した成果品は以下のとおりで

ある｡(図3､図4参照)

図31防災マップ (大町三丁目) 図4 .実際の状況 (大町三丁目)

5.VuTO

今回のプロジェクトの中で､VuTOと呼ぶ防災情報の体

感企画の提案を行った｡

5-1.VuTOとは

vuToはVulnerableTracklngprojectinOmachiの略

で､大町の傷つきやすい箇所に加え､それらから大町を

守 る もの を紡 い で い く とい った 意 味 で あ る｡ 災 害発 生 時

に被 害 が予想 され る場 所 ､ 災 害 時 に必 要 とな る避 難 場 所

や 消火 器 の よ うな装 置 を [音 ] と [映 像 ] に よ っ て紹 介

す る企 画 で あ る｡ (表 3参 照 ) ま た ､ これ を利 用 す る享 に

よ り実 際 に ま ち を歩 きな が ら防 災 マ ップ に 取 り上 げ られ

てい る様 々 な もの を確 認 す る とい うこ と も 目的 と して あ

げ られ る｡

5-2.VuTo体 族 ワー ク シ ョ ップ概 要

第 6回W Sに て ､大 町

五 丁 目､ふ れ あ い 広 場 周

辺を対 象 と し､道 沿 い に

ある防災マップに 記載 さ
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道路上に設 置 し､ そ の ポ イ ン トで移 動 型 携 帯 情 報端 末 の

動 画 を 再 生 す る形 式 を採 用 したCま た ､VuTO体 験 と と もに ､

道 路 沿 い の 消 火 器 を探 す とい う企 画 も行 っ た｡

5 -3 VuTOの考 察 と課 題

今 回 ､VuTO体 験 を した方 に ア ン ケー トを して い た だ い

た｡ ア ン ケー ト項 目につ い て は 表 4に示 す ｡

VuTO 楽しかつたか?音と映像で防災情報を体験するという方法は重要であると感じたか?

VuTOは地域の防災に対する着払の向上に貢献できると思うか?

VuTOを通して何か新しい凝兄はできたか?

iPod 画面は見やすかつたか?操作は難しかつたか?

iPod以外でVuTOと類似した体験サービスを知っているか?

表4 アンケー ト項目

9割以上の方が防災意識の向上-つながったと評価して

いる｡また多くの方が ｢普段見逃している情報を再認識

することができた｣と回答し､防災情報を知る手段とし

ての有効性があると言える｡しかし､移動型携帯情報端

末の使用に関しては文字の小ささが指摘され､今後の修

正を考えていかなければならない｡

6.まとめ

今回､紙媒体だけではなく､ 目にする光景や災害が発

生した時の状況は文字や記号では表せない部分があると

感じ､防災において大町が抱えている様々な問題をより

多くの方々が認識するためには､五感に訴えるようなも

のが大切であると考えVuTOを行った｡しかし､本来の目

的であるコミュニティ形成には至ることができず､次期

の活動ではよりそちらに焦点をおいた活動が望まれると

考えている｡
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